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含報第75談掲載論文の梗概
－

曾報第75認こは昭和･19年秋季誌演會で發

表された論文を掲載される溌定でありますが，

現在の印刷の遙捗状況から推測Lますと發行は
~ 、

大分湿れるやうに思はれますので， こ上にその

梗齢ご記載するこ卜にkます･筒本講演に對す
る質疑應答の記録は戦災により饒失しましたの

で曾報に掲載されるのは論文だけとなる筈であ

りまず◎
b･

傾斜零で波高と上下動との高さか一致した瞬間

に重心黙を通る以外に他の場合鰹於ては重心鮎
を通ることばない。 一’ ．

2．淡水楕凹謎及び一般水上船舶の

造波抵抗に對する湊水彩饗の理 ／
・ 論並に計算

正員工學士木下昌雄君

准員エ學士乾 祭夫君

著者等の1人(木下)(ま錘に船燈の造捜抵抗に、

對する淺水影響の3次元理論④鰻も基礎的な問

題として，球の造波抵抗を探上げ， これに開す

る従来の諸理論中に含護れた誤謬を訂正L,同

時に詳細な歎値計募を行った結果を發表した

が，今回は二れに引繊いて淡水精圃燈及び一般

水'二船舶の場合;こ就き著者等の得た理論的研究

の結果を報告せるも!Dである。著者等{よ任意吹

出し分布或は二重吹出し分布が有限水深中を均

一速度で航走する場合7造波抵抗を與へる一般

理論式を求め， これを應用して洩水轆圃髄及び

没水回總穂圓彊の造波抵抗に對する浅水影響の

計算を行ひ，更に數學的船型を有す渇水上船舶

に鋤する同溌と計算を行った。特に後者の場合

１
言

、

1. .船の髄動揺中心に就て

正日工學椰士赤崎繁君、

船の静水中に於:ﾅる自己機動揺中心と波浪中

に於汁る瀧鋤猫中心とはその性質が全く異り，
前者は船の質愛Iこ閲し重力と浮力による偶力と

水の抵抗による偶力との廻蝿的釣合黙であり，

後者は船の質垂と見掛けの水の質垂と}こ閲し波
の力の作用黙に對する衝撃りI心である。従って

前者の軌跡は麓心鮎を基熟こして南端rりの”

形ループを蜜き無限逮鮎に達することはない
が．後者の軌跡はループを蚕くことなく“形を

動‘て無限違黙迄伸び，鰡の自己横動揺周期と

波噌洞期とが等しい場合に於乙動橘中船の左右

、
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應力を表はす式を求めた。次で面堅凹み係數α 睡縮に典る挫屈に起囚する破壊も亦重要な要素

の値及び性質を調べるたあに盛,松.杉,桧のであり； これを看過することば出来ぬ。蛮喋に
三

4種の木材を選んで蜜醗を行った繕果, αは材油補船輕鰐艇に於.こは此の種の破損が起;,易

種或は釘裡とは格別の關係を認もらｵ'ず，とｵ’ ぃ。然るに挫屈による破壊過度に就て1土從来賓

等とは無關係と考へて差支へなく大蹟α=14cm用に供し得る簡軍な設計承に就ての研究に鉄
と老へらｵ'ることが判った。 けており，又賓醗的にも軟銭材に就と責際の使

ノ』の値が判ったので綴いて木船購造規程に現 用欣態に適合した條件の~Fに寅施せられたもの
轟 、、

れる外板及び木甲板に就て“及び縦椴材狸度． もなぃやうである｡著者は周遥にて球純支持の
比係數を詞ぺてこれを表示した。現行の木船に 條件に麦へら洲た鍾形軟鋼材の匪縮に因る挫圃

於ては瓜の値が極めて大きいので, kの影響並に匪壌弧塵周逢並に中央I麹鋼を有す乙薄.
が顯著に現打ないことを確めた｡又各釘に働く 板献銅版の挫屈並;こ匪壌狸度に就て模型蛮識を
剪噺力分布を計算して見ると， こｵ1に因為面璽 行った結果次の結論を得た。 ゞ

力は遙かに面丸弧さを突破する。この釘孔受彩 (i)周邊支祷⑧矩形銅版の挫屈限界荷重は
係数が大に失L-ご衝接のある板の感力の恢復力; Bryanの計算値に略ぽ等しぃ。防澆材で支今、 ・

緩漫たこと及び面墨力が過大であることから現 られた時lま周遷支持と周邊固定の計算値との中＄ ' 、

行の固潜釘の規程は改めらｵ,ねばならないと考 問の値となる。

へる。 了2）錘板はその挫屈後畷齢に對ﾁる凧性は ,
‘． 最後に,第1報に終･こ肋骨は剛侭にして澆曲一 減ずるが,挫屈荷重以上の荷重に耐へ，周遵支
せず且縦湿度材と肋骨との固着歓剛節であると 持の掻合の最大11種は挫屈術重の2倍功至10
の假定の下に縦握度理論を瀞したが,更に釘､ 倍iこも達する｡この値は楓享,板の長幅比に上
孔の墜形のある場合､近似性を試み，その結果 って異る。
船睦の鉛直曉みに開することを除けぽ鍵形のな “）鋼板挫屈鍔巍の誤有效として防
い場合の結論はその儘剪翫力の大きな場所にも 饒材と一没として働くものとして解析して蜜用
適用さｵ'得るので，木船の構造寸度の計垂と釘 上差支へない。〆 ・
孔の愛形を考慮する必要はないことが判った。 （4）鋼板の郁幅を含む防澆材の最大荷重
然し乍ら現行の木船構遥規程によれば剪断力の ↑は座縮力と曲げ腫力との和が一定値に達する條
大きな船の端から寺L附近に於ては,釘孔に生－件により解瞬し,その睡面こ關するI/A1噂､ 2w/1

． ＠

ずろ面堅力が餘りにも大きく，著者の蹟論が當、（但しIは断面2次モー〆ソト,Aは防澆材部
嵌らなくなることは一向差支へないとLても船 の職面僚, 1は防僕材長さ,"は中立軸より周
磑狼度に及ぼす影密には不測のものがあり,是繰迄の距離の中大なる'もの)の函敷として蛮鹸、
非共適當な改正を必要とするもQと老へる． 式が求めらｵ'た。斯くして防溪板構造の墜壊荷

重も相歯の槍頓度を以て計算出来る。
7．座縮を受ける船船鯵遥部分の （5） ・有蚊防廃材の匪壌時の見掛けの應力は
挫屈竝に墜壊魁度の研究、 本責醗緬西内で(ま11～28IE7mm2程度であり卜
正員工學士吉識雅夫君 叉全箇面に就ての平均腫力は最低8kg/mm2に

～船笹縦狼覧の計蜜ｲこ護って，曲げ噸力あ上 迄下ってゐることば注意を要す愚。 、
限即ち諮容睡力を如何に選ぶべきかは一つの （6）船R豊縦狸度計算に於て，睡縮側の聴力
f重要な閥題である。許容應力決定の基礎として が鋤反の挫屈噸力を超え遙場合にはその鋸扱に
は材料の側については材料の引張り廻さ，降伏 就ては有薄幅を考へて計算し直す必要のあるこ
艶,疲努限等があるが，船禮の如く重孟鯉域の とが明かにされた。 ㎡

必要上船燈鱒成材料の寸法を極限し，薄榎とそ、 （7）縦肋骨調構鐙D如く嘩縮力")大部を船
の防饒材とを以て組立てられた構鎧に於ては， 暖梁のフランツ部分，例へぱ甲板等で負譜する
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｜ 、懸饗識難驫難騨鰄駕
' ひて3つの電弧を發生せしめ. この中の熔淡棒 併し営所は昨年戦災を被り設蝋全く烏有に蹄

． ’間の電弧の作用により大裡棒熔践法の機械的性 L,加ふるに河川攻修工事の爲残存寵舍も至急
質を向上せしむるを第’の目的とし，併せて熔立退きを要求せられて居る現清電"本格的の研へ

接速度の増大,電力消喪の節約等を考慮Lたも ．究は移蝿完了を俟って賞施すべく目下その再建
のである。而して各酋の基礎寅醗及び寅用責験 對策に逐はれて居り，比較的簡昭な題目を捉へ

． を行った結果本熔接法は機械的性質,熔接連 『随時橡討を行って居るに過ぎない。
塵所要甑力の鮎から優秀且有利と認められ； 最近得た一’二の興朱ある問題を示せば次の

、奮呉海軍工廠で底既に10mm以下の三相熔接通りである。
は船避の重要部分に使用し･て蜜績を華げたが， （1）職時中軍用船:こ使用せられた救命器具

被覆割線有心棒の研究等筒今後に残鐸,た問題その他賠用品の一般商船への鞠用の可否
・ 0

が錘､･ ず従来主要船用品の製迭は優良品の確保と業者 一
の保護の目的を以て免許制度になって居たにも

9．弾性船蚕上に於一こ鱒接建造せる
・拘らず'職手中軍は自家用と灘Lて任意の業者

場合の船總の焼み及び礎留應ブノ
に安材を交付し勝手に製造ざr之ので，多量に

の計算法 残存して居る之等のもZﾅは諺遡上一般商船に鞠
〃正員/工學士木巌博君 ，用出來ない結果になった。併し資材不足の折

船鯉を踏棲建造する場合，サ，ギングモーメ 柄，若し技術的に見て之等のものが免許品;二比
ソトを受けた如く船首及び船尾も船蜜より浮上 し優秀であるならば,有効に活用させる鰯の法

一 〃

ろ｡こぬ曲げ饗形起した雛湿の各部には内臓規土の臨時措寧は考へられぬ,ことはないので，
力が蟻閾する。今假りに甲板のみを熔接する場 當所に於て拭騨を行った虚が，結論として之等
合を老ｲ､るに，熔接された甲板は收縮せんとし のものは軍より優秀な資材を盤富に支給され乍
てサツギング状態となる。徳軍のために熔接に ら業者並に監督官の無經験の篤にその用法を誤．

口童鞠騨欝辮繊撫憾鱸巽鑿撚鰯,‘陰唾編､.
、唾や､. ‘割弧力率へた甲板を鰡健に順付けたと見繊 惑いと曇ふ綾果を示して属乱節ち折角の簔赫
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を段して居ると云へるのであって,船燈の如き らぬ。 、 …，

ものなら無理に使へぱ侭、ないことは無いが， （ﾛ） 同定員の他の救命具に較べ輕遼で而も
戸

、救命具に於ては浮力が肝心であり資材や外見だ 浮力が大きい。

けで判定することは危険でおる。例へぼカポッ （"､）普通のものより廉債で出来るから，浮

〃が浮力材として最高性能を現す容額當りの充 器,藩團兼用の黙を考慮す1，ぱ非常に經濟的で “
墳量にぼ限度があるにも拘らず,査材のあるに ある。● ．
任せて澤山入ｵ'た方が良いと誤解し迩没の倍以 （三クー股のものは平時甲板上に風浪に曝さ

上を無理に唾縮充演し浮力を半減して居る愛‘階 れ常に近接することも無く放匠され黙桧不充分

である。又形の上でも操縦に便の綴に老慰され ．で破損に氣が付かぬことがあるが本品ではそう

て居り一般用としては不都合な鮎があり，救命 ＆ではない｡､、

胴衣に關すぅ限り軍用品の其儘の陣用ば承認出 （ホ）蒲團として老ヘオ,灌在来のものより遥

來ない、と云ふ結謝こ達Lた｡一方贈燈として現 に灌心地が良い。

在多孟に残存して屠る軍用羅大鑑船用のもの 次に鉄駐は
は殆んど無く,大發小發等の小型上陸用舟艇に （ｲ).;有事に際し船室から澱出する黙淀従来
使用するものであるから,その構造堅牢且優美の甲板備付＠ものに比L進水の迅速性並に容易
で冤許品に比L極めてｺﾝパｸﾄに出來て居る 性が劣る。
、綴ではあるが'低踊匪用である鮎で此盤では一 ，(ロ）救命具として使用する前に簡単で(まあ、
、般小型船にも輔用困雌であり，その他鵬濫へのるが事前組立操作を要する鮎も一般のものより 、
取付方法が相異して居る篤に形の上でも一般船・ ー瞳急輝E劣り，現行試騨規程にも抵鵤す晟
用に供する篤には相営の改造を必要とし，結局 （'､） 、現行規程に於ける浮器逓小巾は:1.05米

何ｵ1の船にも使用し得る共通性を持たせる爲嚴 であり，又普通船室の窪雪D巾は.70米である

絡な構造規程に縛られる一般船澄に改造するよ から’浮器に適す鋤は蒲團として賎過ぎ勿澄

、 りは他の室内燈その烟こ利用更生する途を考へ ないばかりでなく場所に餘裕無く，一方窪盗に、
た方が經濟的ではないかとの結論を得た。 適當した巾は浮器として狭過ぎ安定性を低下す
（2）救命蒲圏の考案 ることになり，雨寸法の合理的な調和を見IIIす

船舶に整鯆すべき救命具は萬一の蕩合無くて 爲に雨幽僧共若干の騒牲を兎か!Lぬ･
‐ はならぬこと勿論であるが'職時は別として平 ､ (=)常時痩具として使用するこ卜の爲に局

、時'ま造船術航岬の發達Lた今日兎角叩魔物扱‘部的にカポックの凝集を生じ浮力に若干の影響
ひにさｵ'勝ちであz･幡に甲板上に風雨に曝さ を及す瞳がある。 、
オ!放置されて居る之等のも？を平生有効に利贈 （ホ） カポ沙ク寅材の入手臓瑛下の傭勢では 、．

～ ／

・する方法は無いものかと云ふので考へられたの 中な困難である。 、
が救命蒲團であるb之はカボッ・ｸ溌充演したも 以上の峡黙の中てW)(戸)(ﾊ)1鎚程iこ抵飼 へ

ので有事の際掛蒲園は救命浮韻'吸蒲園は救命 するが，その程度如何によつ〔Iま綴和の菰ざあ
ると巻蕊らｵ,る．(二)ば試作品に就て岸ケ年間浮器に早鍵bずる・ ．

gl]ち掛蒲圏ま片側に澆かで極く細い竹又炊木 賓験L磯果大Lた影轡が無いことが渡明ざ
’ 片が取付けてあり’之を芯として雀き爾端を朕 オ1,X(ﾎ)Dは時が解渓して呉れる問題だと恩

$､。問題は寧ろ約20凋程巾の大訊､嬢憲が僻めれぱ浮環となる。

叉敬茄團は周遥は佃lj板で園まｵ1こつに折って 付けられる歴さを持ち旦之が搬出に便利な船室 石
止金具をかけ浮器とする。 ， 翫置を零へることにあると云へるかも知れぬ。 ， 「
、本品の利黙は 目下この面白い誇想を生かすべく研究を綾iナ
（イ）平時無用物として邪魔物扱ひにさｵ,る ．ご居る｡ ． ，
こ と無く’備時有効に活用さｵ'，場所塞ぎにな (3)救命胴衣の改良 一

も

以上の峡黙の中てW)(戸)(ハ>津規程iこ廼碑
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するが，その程度如何によっ〔Iま綴和の菰ざあ
ると巻蕊らｵ,る．(二)ば試作品に就て岸ケ年間
賓験L磯果大Lた影轡が無いことが渡明ざ
#1,X(ﾎ)Dは時が解渓して呉れる問題だと恩

1$､。問題は寧ろ約20凋程巾の大訊､嬢憲が僻
付けられる歴さを持ち旦之が搬出に便利な船室 石
翫置を零へることにあると云へるかも知れぬ。 ， ． 「
目下この面白い誇想を生かすべく研究を綾iナ
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可は100總噸以上の鋼鐵船の建造可能の造船設

備中，年間造船能ガユ5萬總顎聖年間修繕能力

300篇總噸ﾙを超える部分を撤去すること，並

に外國船の使用に充てるため收容能力2萬噸の

乾船渠2箇所を残す，但し現存の建遥又は修理

計悪の完了を妨げないといふことになってゐ

るo
● J

‐と与るで’今次中間賠償指定の民間造船所の
建造及び修理能力は別表の通りで，約64箇所

の民間造船所が尚指定から除外されており， こ
〃

の年間造船能力は65蔑總噸，年間修理能力Iま

590萬總噸であるから,､聯合園の對日賠償案が

最後的決定を見ない限り賠償對象施設と.Lて撤

去される造船所は今回の指定工場の私に止るか

否かは判らない。然し賠償對象としての鎧給所

の大禮の輪廓戯明かとなったものと思はれる。

職時中多くの遭難者の經識によれば從來の胴

衣の最大の鮫溌は,潜装した胴衣が浮渉中に段

肴上へづれて額をつき，詮に首を絞るに至るこ

と種あると云はｵ'る。それで恰度落下傘の場合

のやうに服をくく・らせて満装する胴衣を考究し

た｡浮力性能は勿論従来と壁り無く，臨入の使
用をも考慮し涌単に藩装出来るこどに主眼を置

き,且使用費材も從來より節約出來る新型につ
き略成案を得たので近く詳細を發表出來ること

〆

と恩ふっ 一

贈償對象となった造船エ場の能力

8月24.日聯合園は對日中間賠償計窪第2段

とし･ざ産業8部門505工場に對し保全管理を指

令したが， この中には民間造船厨20.工場が含
まれてゐる。造船業に關して侭極東委員會の許

）
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函館船渠

東北船渠′

石.川島重工，
同 上

東京造船所

室闘造船所

堕釜遥船所

第．ニエ…場

第三工場

東京造船駈
稗奈川同

俄涜同

浦賀同

尼崎工場

大阪造艦所

佐野安同

本吐工場

船町同

艦船同

紳戸造船所

松浦工場

紳戸捲船'厨
瀬戸田造船所

下關同

若松同
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現卑造船
三菱重工業

18

4,686
Cー

浦賀船渠

尼崎､＝船渠

大阪造船所

佐野安船渠

態永田造船所

同 上

川崎重工業

三菱童工業

播磨造船所

三光造船所

瀬戸田鎧船所一
三菱唾工業

同 ．上

九州･･鑑船所，

計

~

2.462
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221
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一

1.503

267

4506

5.387

481
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、戸孚壱二

綾給力識たに許可せらさたo従って捜工船は全
夕

部で160隻となったわけである｡ っ

1.建造エ事を中止する船舶

汐卜

'毯

一 ‐ 建遥許可船愛更計塞i 、

終戦後聯合軍司令部から建造擢綴を許可造ら

れてゐた船は123隻であるが， この中綴行困難

"な船舶若干の代りに建造繼綾結を追加して黄ひ

度き旨海運總局から聯合軍最高司令部宛申請中

であった虚， 8，月20日で次のやうに大型小型
－ ご

准槽船各1隻2A, 2Dの大中貨物鰕各1隻

計4隻の代りに,貨物譜9隻,海難救助船1隻

曳船31隻. ､合計41",21.060織頓の綴工纒

勺

2.蓮造纏盟船とLて追加ずる船舶(○印は賠償對象指定錨所）
●、

←

、

'

～

●

1

、

、

ｲ l

、

～

ー～

～

＆I 且垂･へ＝.△ 一己＝

･命
jFJ 就 名 エ場名

」

型及び番説 種類 總噸〃 完成豫定期

1

日立迭船

同 上

三菱重工

○同 上

○同 上

○同 上

三井迭船

名村造船

占部造船

松浦造船

C尼崎船渠

○同 上

C同 上

○同 ． 上

○函晴船渠

・樋．口造船

同 上

糸崎迭船

紳奈川造船

金指迭船

川崎璽工

松浦造船

同 一上

○三蕊璽工

岡本鐙船

尾通造船

露津遥船

○瀬戸‘田造船

○同 上

○三光遼船

一
世

島
島
島
松
上
上
野
／
阪
上
上
上
間
州
‐
戸

向
因
廣
若
同
同
玉
大
同
同
同
室
、
．
泉
赫
．
、ド

●
一

D 1
，

D . 1

3D 2'

3E 141･

3E 142

3E 143

3'D 1

D 1

D -1

SAL1

MG， 1

MG 2

MG 3

MG .4
℃

147

LTugl

MTug3

STug2

MTug2

MTugl

681

STug2

STug3

670
、

１
｝
４
１
．
１
１
５

９
．
９
ｇ
ｇ
・
ｇ
ｇ

ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
・
ｕ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
、
Ｔ

Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｔ
Ｍ
Ｍ

ｍ

６
寺
・
巳

勺

貨物沼

貨勧船

貨物浩

貨物船

貨物船

貨物股

貨物贈‘

貨物船

貨物譜

救助船

曳船

曳船

曳船

曳，船

曳・船

曳鰡

曳、船

曳船

曳贈

曳船

~曳船

曳船

鼬驚
救助譜
壁船

曳船

曳船

曳船

､曳船

曳船

1I

1.990

1.990

3.000

870

870

870

2.300

1.900

1.90C

456

15（

15〔

15（

15（

． ．14〔

18（

15（

10（

15（

15（

181

101

101

26

15

10

1［

、

Ｆ
字
も
の
歩
も
り
卜
、
、

２
１
１

P
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1946.9.

1947b 1.

1946.11.

1946.7.

1946. 8.

19d6． 8.

1947.3.

1916.11.

1946.12.

1946.11.

1946.7.

1946.7.

1946,8.

1946.9.

1946.7.

1946.11.

1946.12．

1946．8．

1946．9．

1946．8．

1946．8．

1946.8.

1946′9，

1946．9

1946．7

1946,7

19468

1946.12

1946.1C

1946． 〔
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七
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I
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○同っ 、 上

芝流遥､船

蟹郷“識&
上

山本遥船

同 ‘／ 上

同 ． ‐上

同 ‘， 上

繊涜製作所

油，谷重工

同 ′ 上

346.'8

946.8

9468

946.8

946.8

916． 7

946．7
=J

946.8

946.q8
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以上のやうな仕事が未だ可成り残ってゐるた璽里8月の諸會合
．、 め, ,原稿を出版所に渡すには尚若干の日子を要町 ~j､

一目
8日(木)水槽委員會幹事會、 する見込みであるo一方印刷力も不充分なの 玉七

午後2時から第一工學部船舶工學科會議室;二 で,皐内に1分冊だけでも出版する諜定が若干三A

鍵覗腱さ菰難撫谷…。 。…‘畷…緬率皇｡"了承を”；認幹事で，識て各委員に照曾中であった本委員會 ひます。

の研猪事項の整理を行び,來月開催豫走の委員 28日(水)定例理事會 鐺者乗
會の準備を行った｡午後5時散會。 午後2時から第一工學部船舶工學科會議室に

於て開催された｡出席者は山縣主事，加職主計双出26日(月)船舶エ學便磯第42回幹事曾

午後2時から詑一工學部船舶ｴ學科會譲室に吉識繍侭主任,羅田監事の4名,議題は次の迩文淵
於て開催さわ客・出席者は魑田委員長'吉識， ､ りで1時､30分散會いた9 、
松山，近藤，安藤，田澤，出淵の各幹事，他に 議事(1)入退曾者難認の件 祇巽
便篭闘係P仕事を委嘱し･ておった佐職正彦君の 、(2)車馬賃支給に開ずる件 ′'第東東
計8名であった｡議事の大婁は次の通である。 l - 一京京

（3）工業標準調査宙弁委員衝要員推薦の工帝都『 ‐，（1）附圏の中で省略して差支へないものが 件 學國瀧、
約’割位あるので， これは省くことo - ' (4)研究委員曾構成基礎案に閲する件 學川′

都大野

（2）附園中腎篤虞のま坐のもの，黄色方眼 （5）戦時中未公表の研究考案集録に關す・ 船匿

紙に御､………ば即鯛に…J･鎮臓雲…" 蕊"いものが相猶あるが, こ'れは現在淨害してある ‘ (6)印刷促進具藍溺こ畷する件,

圃爾"…ゞ…剛…､…今． （"事""蝿する“ ‐ 、鰐出版所の方で抜き出すことになってゐるので，
報告(1)學士院任期歯員候補者選出に開する 發三

それと一緒iこ改めて淨奮すること。 件
際印

（3）不足圃面が若干あるのでこれが作製方 ′ （2）試鹸水槽委員會委員委璃の件 、 法肚,刷を執筆者に依頼し，己むを得ない為のは幹事に
（3）秋季講演歯講演申込状況に關市る件入團者

於て適常に鹿理することo 遥倉（4） 同一剛面で2箇所以上に出てゐるもの

は1箇所のみとする,三と。 、 船澤
’

（5）‘文章の査疲不充分と認めらる上もの，
協直

及ひ術語の不統一等の訂正を引披き行ふことO ' ,
會男
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